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1	 マーチン・トロウ [著 ]	;	天野郁夫 ,	喜多村和之訳　『高学歴社会の大学	:	エリートからマスへ』（東京大学出版会、	1976）
2	 大西英志、梶田行雄、北山雅博、徳田真二、石井佐兵衛　『現代の私立大学：自己啓発グループ研修成果報告書』（関
西学院研修規程による自己啓発グループ、1982）
3	 新梅田食堂街の「松葉」「多幸梅」「北海」、京橋は「まつい」「とよ」など、立ち呑みが多かったように記憶しており
ます。
4	 北山さんの職歴は以下のとおりです。　教務課、企画調査室、企画課、事務機械化プロジェクトチーム、システム課、
大学図書館（運営課、整理課、閲覧課）、会計課、理学部、神戸三田キャンパス事務室（理学部担当）、文学部、学長室、
吉岡記念館事務室
5	 上記 4 職歴に記載の、事務機械化プロジェクトチーム、システム課、大学図書館（運営課、整理課、閲覧課）でのお
仕事でした。
〈追悼〉
西村　繁秀
『北山雅博さんを偲ぶ会』（2016 年 9 月 19 日）
「追悼の言葉」
1. 北山雅博さんとの関係
・北山さんは、職員の大先輩でいらっしゃいました。
・新人の頃、職員の自己啓発研修グループで厳しい
ご指導をいただき、大変お世話になりました。例え
ば、「マーチン・トロウの本 1 を読め」とか、「教
育法規の勉強をしろ」とか、今となれば非常にた
めになるご指導をいただきました。
・人に厳しく自分にも厳しい方で、北山さんご自身
も非常に勉強をしておられました。その成果とし
て、北山さんが参加しておられました自己啓発研
修グループで本を出版 2 されました。
・よく勉強をされたのですが、北山さんは勉強一辺
倒という方ではございませんでした。本当に、た
びたび飲みに連れて行ってくださいました 3。とは
いうものの、そこでもジョッキを傾けながらの、厳
しいご指導が多かったように記憶しております。
2. 北山さんの職歴 4 と功績
・北山さんは職員として大きな功績を残しておられ
ます。
・1980 年代企画室におられた頃のことです。業務
の効率化のため、事務機械化が必要であるとの
共通認識が高まっておりました。その中で、教務・
給与・学費・入試等個別業務の単発的な事務機
械化が進行していました。これを学院全体の事務
トータルシステムとして構築する方向性を確立する
フィクサー的な役割をされました。
・事務トータルシステム 5 の道筋を付けられた後、図
書システム開発の中心メンバーとして、開発後は
図書館に配属され、運用にも携われました。図書
検索が「図書カ ドー」ではなく「ネットワーク経由」
でできるようになったのは、北山さんの最大の功
績だと思います。
・事務長として、理学部の神戸三田キャンパスへの
移転に尽力されました。
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6	 上記 4 職歴記載の、事務機械化プロジェクトチームの構成は以下のとおりです。　山田かづひこ、北山雅博、小川秀治、
中利徳、重松正己、池田裕子（敬称略）
7	 1989 年度関西学院職員組合の執行委員は以下のとおりです。　北山雅博 ※（執行委員長）、小川秀治 ※（副執行委員長）、
大野祝子（副執行委員長）、重松正己 ※（書記長）、奥田ミユキ（副書記長）、今村太朗、吉村保文 ※、西藤雅之 ※、岡
田祐之、西村繁秀 ※　（敬称略　※ はシステム系）
8	 加藤誠之（かとう　せいし 1907.11.25 〜 1995.12.13）　・・・1989 年から 1992 年まで理事長・・・。　関西学院創
立 125 周年記念事業推進委員会年史実行員会『関西学院事典　増補改訂版』（頁 71-72）（関西学院大学出版会、
2014）
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3. 北山さんと「組合」活動
・北山さんは、関西学院職員組合の執行委員を複
数回しておられますが、執行委員長をされたのは、
1989 年（関西学院創立 100 周年の年）でした。
・その年の執行委員会は、事務機械化当時 6 のメ
ンバーを主力とした、システム関連業務に携わっ
ている（個性的な）執行委員 7 で構成されていま
した。
・そのメンバーを執行委員長としてとりまとめをでき
るのは、北山さんをおいて他におらず、就任後は
その重責をしっかり果たされました。
・北山さんは、執行委員長就任にあたり就任要請を
（四の五のおっしゃらず）即座に受けられました。
気持ちよく「神輿に乗ってくださる」関西学院職員
にしては、「稀有な」、また「ありがたい」方でした。
・1989 年は、新たにトヨタ自動車販売社長・会長
を歴任された加藤誠之 8 さんが関西学院理事長
に就任された年でもありました。新理事長は、多
忙な方でしたので、団体交渉に出ていただくこと
はできませんでした。しかし、北山さんは組合執
行部と加藤理事長との懇談会を企画され、それ
を実現されました。その場において、理事長と丁々
発止（？）のやり取りをされたことも今となっては
よい思い出です。
